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■このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業228企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

業況は、製造業・卸売業・建設業で改善
                       茨城県西地域の中小企業の業況判断D.Iは△7.9と、
2024年1月～3月期(前期)の調査より＋2.5㌽改善し、景況感はわず
かに良化しました。業種別では、小売業で前期比△5.4㌽、サービス
業で同比△0.2㌽低下しましたが、不動産業で前期比横ばい、製造業
で前期比＋5.6㌽、卸売業で同比＋5.6㌽、建設業で同比＋5.5㌽の改
善となりました。項目別では、売上額判断D.Iが△2.2と前期比△3.9㌽
となりましたが、収益判断D.Iは△8.8と同比＋0.7㌽の改善となりま
した。また、前年同期比売上額判断D.Iが4.8で前期比△0.4㌽、同収
益判断D.Iが△10.1で同比△2.7㌽と、ともに低下しました。雇用面
では、人手過不足判断D.Iが△22.8で前期比△3.3㌽低下となり、人
手不足感が強まりました。また、前期比残業時間D.Iは△1.8となり、
前期と比べてわずかに改善しました。 借入金の動きでは、「借入した」
が前期比△1.6㌽の低下となりました。借入難易度については容易
と回答した事業者がやや増加し、前期比＋1.3㌽となりました。経営上の問題点では、「原材料高」が30.3％、
「同業者間の競争激化」が29.8％、「売上の停滞・減少」「人手不足」が28.9％と上位に挙げられました。
　また、特別調査の「中小企業における災害等への対応」について、貴社では普段どのような災害を意識している
かの質問に対し、地震との回答が37.5％と最も多い結果となりました。
◎業況判断D.I＝「良い」と答えた企業の割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標　◎特別調査の詳細は8～9ページに掲載しています

　来期は、製造業で改善を見込んで
います。項目別では、売上額判断D.I
が当期実績比△1.3㌽、収益判断D.I

業況の見通し判断Ｄ.Iは△7.9、当期実績比横ばいの見込3ヶ月予報 見通し（7月▶9月期）

が同比△1.3㌽で、ともに低下を見込んでいます。
　また、販売価格判断D.Iは当期実績比△3.5㌽の低
下を見込んでいます。

　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比△1.8㌽の見通しですが、残業時間判断D.Iにつ
いては同比＋0.5㌽と、改善の見通しとなっていま
す。当面の重点施策では、「経費の節減」が61.0％、
「販路を広げる」が35.1％、「人材を確保する」が
28.1％と上位に挙げられました。
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〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 6年1月～3月 6年4月～6月 6年7月～9月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断Ｄ．Ｉは、２．５㌽改善し△７．９。来期は、横ばいの△７．９の見通し。

業況判断D.Iは、５．６㌽改善し△１２．５。来期は、１．４㌽改善し△１１．１の見通し。

業況判断D.Iは、５．６㌽改善し△１５．６。来期は、横ばいの△１５．６の見通し。

業況判断D.Iは、△５．４㌽低下し△２２．５。来期は、△２．５㌽低下し△２５．０の見通し。

業況判断D.Iは、△０．２㌽低下し△６．７。来期は、横ばいの△６．７の見通し。

業況判断D.Iは、５．５㌽改善し１９．４。来期は、横ばいの１９．４の見通し。

業況判断D.Iは、横ばいの０．０。来期は、横ばいの０．０の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています

〒307-8601  結城市大字結城557番地
TEL（0296）32ー2110　FAX（0296）33ー0414
http://www.shinkin.co.jp/yuki/

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ1＿10

 Number.120
（2024.4～6月期）

結城信用金庫営業統括部

概況（4月▶6月期）

調査結果の
あらまし

　　 後　記
ユーシン景気動向調査に、ご理解とご協力を頂きまして、厚くお礼申し上げます。
皆さまのご意見、ご希望をどしどしお寄せください。

２０２5年版カレンダー「ユーシンのある街」写真コンテスト

※応募要領につきましては当金庫ホームページをご覧ください。

　結城信用金庫の店舗がある街で未来に残しておきたい風景・街並み・祭りなどを
テーマに写真コンテストを開催中！
　応募作品の中から優秀作品を選定し、2025年のカレンダーに採用します。

20歳以上の方
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4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【原材料価格】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 18.1  65.3  16.6 

15.3  58.3  26.4 

 33.3  65.3  1.4 

 41.7  58.3  0.0 

 15.3  66.7  18.0 

【収　益】

 9.7  62.5  27.8 

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

11.1  65.3  23.6 

 15.3 61.1  23.6 

■ 製 造 業 回答企業数72企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9

　項目別では、売上額判断D.Iが1.4
と前期比＋7.0㌽、収益判断D.Iが

△8.3と同比＋11.1㌽と、ともに改善しました。また、
前年同期比売上額判断D.Iが0.0で前期比＋8.3㌽、
同収益判断D.Iが△15.3、同比＋1.4㌽と、ともに改
善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△25.0
と前期比△9.7㌽の低下となり、人手不足感が強ま
りました。また、前期比残業時間D.Iは△1.4、前期
比＋5.5㌽となりやや改善しました。

● 受注が増加傾向にあるが、人手不足により従業員の負担を懸念している。
● 仕入コストの増加に価格転嫁が追い付かず、収益状況が悪化している。調査員のコメントから

時期

製造業  主要指標の推移D.I

7～9月期
の見通し 9 12 3 6 9 12 3 6  

22.  23. 24.

業況判断D.Iは△12.5、前期比＋5.6㌽の改善

　借入金の動きでは、「借入した」が8.3％（前期
9.7％）、「予定あり」が8.3％（同8.3％）を示してい
ます。また、設備投資を「実施した」と回答した企
業は11.1％（前期6.9％）となりました。
　経営上の問題点では、「原材料高」が45.8％、
「人手不足」が33.3％、｢売上の停滞・減少｣が
30.6％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比△4.2㌽、
収益判断D.Iが同比△9.8㌽となり、ともに低下を見
込んでいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績
比△2.8㌽と、低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比△2.8㌽と低下の見通しですが、残業時間判断
D.Iは同比＋1.4㌽で改善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が66.7％、
「販路を広げる」が43.1％、「人材を確保する」が
38.9％と上位に挙げられました。

景況天気図 概況（4月▶6月期）

見通し（7月▶9月期）

業況の見通し判断D.Iは△11.1、
当期実績比＋1.4㌽改善の見込
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【現預金の保有の程度】

【金融支援を受けたタイミング】

問5

災害時への対応として、一定程度の現預金を保有しておくことがＢＣＰ策定基準などで推
奨されています。貴社では、通常、現預金をどの程度保有していますか。現預金の保有が
最も少ない時期（売掛金の回収直前など）を想定したうえでお答えください。
また、貴社では、自治体や信用保証協会、政府系金融機関などの公的団体から、災害対策
金融支援（災害復旧貸付やセーフティネット保証４号などを受けたことがありますか。

　売上の３か月以上

　売上の１～３か月分

　売上の２週間分～１か月分

　売上の２週間未満

（％）  10  20 30 40 50 60

問4 貴社では、使用している建物の耐震について、どのように考えていますか。
また、自社所在地周辺のハザードマップ（洪水や土砂災害、地震・津波など）を確認していますか。

建物の耐震について ハザードマップの確認について

どちらかというと
できていない
17.5%

確認していない 12.7%

どちらかというと
できている  44.7%

できていない 7.5%
わからない 5.7%

確認して問題が
あったが、対策は
取っていない 15.4%

できている
24.6%

現預金を保有している
88.6％

現預金の保有状況

災害対策金融支援

把握していない 6.1%

     17.1%

　　　　　　　　35.1%

　　　　　　　31.6%

    4.8%

   

コロナ禍の時に受けたことがある

自然災害の時に受けたことがある

（％）  10  20 30 40 50 60

   

災害対策金融支援を
受けたことがある
60.1％

災害対策金融支援を
受けたことがない

39.9％
　　　　　　　　　　　　　　  52.2%

    4.8%

   3.1%コロナ禍、自然災害の両方で
受けたことある

ほとんど保有して
いない  5.3%

確認して、
大きな問題は
なかった
65.3%確認して問題が

あり、対策を取った
6.6%



● 補助金を活用して建設した工場が完成。売上増加が見込まれ、大型店舗へ   
　の販路拡大に取り組んでいる。調査員のコメントから

業況判断D.Iは△15.6、前期比＋5.6㌽の改善

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比＋9.4㌽、
収益判断D.Iが同比＋9.4㌽と、ともに改善を見込ん
でいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比
△9.4㌽と、低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.I、残業時間
判断D.Iがともに当期実績比横ばいの見通しとなって
います。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が71.9％、
「販路を広げる」が59.4％、「情報力の強化」が18.8％
と上位に挙げられました。

概況（4月▶6月期）

見通し（7月▶9月期）

業況の見通し判断D.Iは△15.6、
当期実績比横ばいの見込

景況天気図

3ヶ月予報

　項目別では、売上額判断D.Iが
△18.8で前期比△6.7㌽、収益判断

D.Iが△21.9㌽で同比△3.7㌽と、ともに低下しまし
た。また、前年同期比売上額判断D.Iが△9.4で前期
比△9.4㌽、同収益判断D.Iが△18.8で同比△0.6㌽
と、ともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△12.5
で前期比＋2.7㌽増加となり、人手不足感が緩和し
ました。また、前期比残業時間D.Iは△3.1で前期比
△3.1㌽の低下となりました。

　借入金の動きでは、「借入した」が18.8％（前期
15.2％）、「予定あり」が9.4％（同6.1％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した
企業は3.1％（前期9.1％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が
40.6％、「同業者間の競争激化」が34.4％、「仕入
先からの値上要請」が31.3％と上位に挙げられま
した。

7～9月期
の見通し 9 12 3 6 9 12 3 6  

22.  23. 24.
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4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 18.8  53.1  28.1 

 9.4  59.4  31.2 

 15.6  56.3  28.1 

 12.5  56.3  31.2 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 12.5  59.4  28.1 

 46.9  50.0  3.1 

 9.4  65.6  25.0 

 40.6  53.1  6.3 

■ 卸 売 業 回答企業数32企業（回答率97.0％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8

時期

卸売業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格
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災害にあったことがない 7.0%

中小企業における災害等への対応について

問1 貴社では、普段どのような災害を意識していますか。

問2 貴社では、自社の現在の災害への備えについてどのように評価していますか。
また、実際に災害にあった際、自社のそれまでの備えについてどう感じましたか。

問3
貴社では、事業継続にかかる保険、具体的には財産補償（設備や店舗が損壊した時の補償）や休業
（休業を余儀なくされた時の損害の補償）に加入されていますか。加入していない方はその理由に
ついて最も当てはまるものを選んでください。

（％）0  10 20 30 40 50

地　　震
火　　災

風・水害（台風・ゲリラ豪雨など）
雪　　害

上記以外の自然災害
コロナなどの感染症

犯罪行為（大規模テロなど）
国際紛争

    

　　　　

（％）0  10 20 30

保険料が高い
補償内容が狭い

災害保険についてよくわからない
保険金額が低い
自社には必要ない

（損害時の損失額が低いなど）
災害保険に加入しているかど

うかわからない

【 加入していない理由 】

あまり意識していない 1.6％

意識している
災害がある
98.4％　

　　　　　　　　　　　37.5%

　　　　　22.3%

　　　　19.1%

1.0%

1.0%

　　  16.3%

0.2%

1.0%

【 意識している災害の内容 】

現在の災害への備えの自己評価 実際に災害にあった際に自社の備えをどう感じたか

（％）0  10 20 30 40

　財産補償、休業補償の
両方に加入

　財産補償のみ加入
　休業補償のみ負担

【 加入している内容 】
     16.7%

　  4.8%

　  5.3%

 0.4%

    3.9%

　  4.4%

加入している
64.5％

　　　　34.2%

21.5%

8.8%

加入していない
35.5％

できている
18.0%

どちらかというと
できている
48.7%

どちらかというと
できていない

26.3%

できていない 7.0%
できていた
13.2%

どちらかというと
できていた
36.8%

どちらかというと
できていなかった

31.6%

できていなかった
11.4%



　項目別では、売上額判断D.Iが
△15.0と前期比△22.3㌽、収益判断

D.Iが△20.0と同比△20.0㌽となり、ともに低下し
ました。また、前年同期比売上額判断D.Iが2.5とな
り前期比△7.3㌽、同収益判断D.Iが△10.0で同比
△7.6㌽となり、ともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△30.0
と前期比△10.5㌽の低下となり、人手不足感が強ま
りました。また、前期比残業時間D.Iは0.0と前期比
＋7.3㌽の改善となりました。

● 大手コンビニＦＣ。賃上げ、人手の確保が課題。
● 音楽ソフト販売。主催イベントが好評であり、売上増加につながった。調査員のコメントから

業況判断D.Iは△22.5、前期比△5.4㌽の低下

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比＋2.5㌽、
収益判断D.Iが同比＋7.5㌽と、ともに改善を見込んで
います。また、販売価格判断D.Iは当期実績比△5.0㌽
の低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比横ばい、残業時間判断D.Iは同比△5.0㌽低下の
見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が67.5％、「品
揃えを改善する」が32.5％、「売れ筋商品の取扱」が
25.0％と上位に挙げられました。

景況天気図 概況（4月▶6月期）

見通し（7月▶9月期）

業況の見通し判断D.Iは△25.0、
当期実績比△2.5㌽低下の見込

3ヶ月予報

● 地価等の変動は小幅であり不動産需要は続く見通し。
● 市町村の「空き家バンク」と連携し、取扱件数の増加に努める。調査員のコメントから

業況判断D.Iは0.0、前期比横ばい

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比＋5.6㌽、
収益判断D.Iが同比＋5.6㌽と、ともに改善を見込ん
でいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比横
ばいを見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比△5.6㌽の低下、残業時間判断D.Iが同比横ばい
の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、｢情報力の強化｣が55.6％、
「販路を広げる」が44.4、「宣伝・広告の強化」が
38.9％と上位に挙げられました。

景況天気図 概況（4月▶6月期）

見通し（7月▶9月期）

業況の見通し判断D.Iは0.0、
当期実績比横ばいの見込

3ヶ月予報

　借入金の動きでは、「借入した」が15.0％（前期
14.6％）、「予定あり」が10.0％（同4.9％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した
企業は5.0％（前期4.9％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が
37.5％、「同業者間の競争激化」が27.5％、「人手
不足」が25.0％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが
△5.6と前期比△16.7㌽、収益判断

D.Iが△5.6と同比△5.6㌽となり、ともに低下しまし
た。また、前年同期比売上額判断D.Iが△5.6とな
り前期比△11.2㌽低下、同収益判断D.Iは△5.6で
前期比△11.2㌽となり、ともに低下となりました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△22.2
と前期比＋5.6㌽改善し、人手不足感がやや緩和さ
れました。また、前期比残業時間D.Iは0.0と前期比
横ばいとなりました。

　借入金の動きでは、「借入した」が16.7％（前期
11.1％）、「予定あり」が11.1％（同16.7％）を示して
います。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」
が44.4％、「商品物件の不足」が38.9％、「人手不
足」が22.2％と上位に挙げられました。
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4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【収　益】

 12.5  62.5  25.0 

 10.0  60.0  30.0 

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

 5.6  88.8  5.6

 94.4 5.6 

 5.6  88.8  5.6 

 94.4 5.6 

 11.1  77.8  11.1 

 11.1 88.9 0.0 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 17.5  50.0  32.5 

時期

小売業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格

70
60
50
40
30
20
10
0

△10
△20
△30
△40
△50
△60

 42.5  55.0  2.5 

 11.1 88.9 0.0  5.0 　　　　77.5  17.5  42.5  57.5  0.0 

 12.5  52.5  35.0 

 10.0  55.0  35.0 

7～9月期
の見通し 9 12 3 6 9 12 3 6  

22.  23. 24.

 5.6 88.8 5.6 

0.0

0.0

■ 小 売 業 回答企業数40企業（回答率97.6％） ■ 不動産業 回答企業数18企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7

時期

不動産業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
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7～9月期
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　項目別では、売上額判断D.Iが8.3
と前期比△2.8㌽の低下となりまし

たが、受注残判断D.Iは2.8と同比＋2.8㌽となり改
善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iが
16.7で前期比△5.6㌽、同収益判断D.Iが△5.6で
同比△11.2㌽となり、ともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△22.2
と前期比＋5.6㌽増加し、人手不足感が緩和されま
した。また、前期比残業時間D.Iは△5.6と前期比
△5.6㌽の低下となりました。

● 官公庁からの受注は安定も、材料費高騰により利幅が少なくなっている。
● 人手不足の影響にて新入社員の確保が困難。労働環境を整備し、離職者 
 をなくす取組を行う。 

調査員のコメントから

業況判断D.Iは19.4、前期比＋5.5㌽の改善

　借入金の動きでは、「借入した」が22.2％(前期
38.9％）、「予定あり」が19.4％(同16.7％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した
企業は13.9％(前期2.8％)となりました。
　経営上の問題点では、「材料価格の上昇」が
63.9％、「人手不足」が36.1％、「売上の停滞・減
少」が27.8％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比△2.7㌽
の低下、収益判断D.Iが同比＋2.8㌽の改善を見込ん
でいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比
△5.6㌽低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比△2.8㌽の低下、残業時間判断D.Iが同比＋5.6㌽
改善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が66.7％、
｢人材を確保する｣が47.2％、「販路を広げる｣が
30.6％と上位に挙げられました。

概況（4月▶6月期）

見通し（7月▶9月期）

業況の見通し判断D.Iは19.4、
当期実績比横ばいの見込

　項目別では、売上額判断D.Iが
13.3と前期比＋3.6㌽、収益判断D.I

が3.3と同比＋16.2㌽と、ともに改善しました。また、
前年同期比売上額判断D.Iが26.7となり前期比
＋10.6㌽、同収益判断D.Iが3.3で同比＋6.5㌽とな
り、ともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△20.0
と前期比△0.6㌽の低下となり、人手不足感がわず
かに強まりました。また、前期比残業時間D.Iは0.0
と前期比△6.5㌽の低下となりました。

● 外国人研修生の雇用により、受注状況が安定した。今後も順調に推移す 
 る見通し。
● 客足は回復傾向も、団体客での伸び悩みあり。今後もこの傾向が続くと 
 考える。

調査員のコメントから

業況判断D.Iは△6.7、前期比△0.2㌽の低下

　借入金の動きでは、「借入した」が16.7％（前期
12.9％）、「予定あり」が10.0％（同3.2％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した
企業は10.0％（前期6.5％）となりました。
　経営上の問題点では、「材料価格の上昇」が
43.3％、「同業者間の競争激化」が40.0％、「人手
不足」が30.0％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比△13.3㌽、
収益判断D.Iが同比△13.3㌽と、ともに低下を見込
んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比
△6.6㌽の低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.I、残業時
間判断D.Iがともに当期実績比横ばいの見通しと
なっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が53.3％、
「販路を広げる」が36.7％、「宣伝・広告の強化」が
20.0％と上位に挙げられました。

概況（4月▶6月期）

見通し（7月▶9月期）

業況の見通し判断D.Iは△6.7、
当期実績比横ばいの見込

景況天気図

3ヶ月予報

景況天気図

3ヶ月予報
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4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】
 16.7  69.4  13.9 

 25.0  58.3  16.7  30.6  58.3  11.1 4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】
 20.0 63.3 16.7 

 26.7 60.0  13.3 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 13.3 73.3  13.3 

6.7 76.7 16.7  13.9  77.8  8.3 

 22.2  75.0  2.8  13.9  77.8  8.3 

 43.3  56.7  0.0 

 36.7  63.3  0.0 

3.3  86.7  10.0 

 33.3  66.7  0.0

6.7  80.0  13.3 

 41.7  55.6  2.8 

  

■ サービス業 回答企業数30企業（回答率96.8％）■ 建 設 業 回答企業36企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ5＿6

 9 12 3 6 9 12 3 6  
22.  23. 24.
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　項目別では、売上額判断D.Iが8.3
と前期比△2.8㌽の低下となりまし

たが、受注残判断D.Iは2.8と同比＋2.8㌽となり改
善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iが
16.7で前期比△5.6㌽、同収益判断D.Iが△5.6で
同比△11.2㌽となり、ともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△22.2
と前期比＋5.6㌽増加し、人手不足感が緩和されま
した。また、前期比残業時間D.Iは△5.6と前期比
△5.6㌽の低下となりました。

● 官公庁からの受注は安定も、材料費高騰により利幅が少なくなっている。
● 人手不足の影響にて新入社員の確保が困難。労働環境を整備し、離職者 
 をなくす取組を行う。 

調査員のコメントから

業況判断D.Iは19.4、前期比＋5.5㌽の改善

　借入金の動きでは、「借入した」が22.2％(前期
38.9％）、「予定あり」が19.4％(同16.7％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した
企業は13.9％(前期2.8％)となりました。
　経営上の問題点では、「材料価格の上昇」が
63.9％、「人手不足」が36.1％、「売上の停滞・減
少」が27.8％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比△2.7㌽
の低下、収益判断D.Iが同比＋2.8㌽の改善を見込ん
でいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比
△5.6㌽低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比△2.8㌽の低下、残業時間判断D.Iが同比＋5.6㌽
改善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が66.7％、
｢人材を確保する｣が47.2％、「販路を広げる｣が
30.6％と上位に挙げられました。

概況（4月▶6月期）

見通し（7月▶9月期）

業況の見通し判断D.Iは19.4、
当期実績比横ばいの見込

　項目別では、売上額判断D.Iが
13.3と前期比＋3.6㌽、収益判断D.I

が3.3と同比＋16.2㌽と、ともに改善しました。また、
前年同期比売上額判断D.Iが26.7となり前期比
＋10.6㌽、同収益判断D.Iが3.3で同比＋6.5㌽とな
り、ともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△20.0
と前期比△0.6㌽の低下となり、人手不足感がわず
かに強まりました。また、前期比残業時間D.Iは0.0
と前期比△6.5㌽の低下となりました。

● 外国人研修生の雇用により、受注状況が安定した。今後も順調に推移す 
 る見通し。
● 客足は回復傾向も、団体客での伸び悩みあり。今後もこの傾向が続くと 
 考える。

調査員のコメントから

業況判断D.Iは△6.7、前期比△0.2㌽の低下

　借入金の動きでは、「借入した」が16.7％（前期
12.9％）、「予定あり」が10.0％（同3.2％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した
企業は10.0％（前期6.5％）となりました。
　経営上の問題点では、「材料価格の上昇」が
43.3％、「同業者間の競争激化」が40.0％、「人手
不足」が30.0％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比△13.3㌽、
収益判断D.Iが同比△13.3㌽と、ともに低下を見込
んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比
△6.6㌽の低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.I、残業時
間判断D.Iがともに当期実績比横ばいの見通しと
なっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が53.3％、
「販路を広げる」が36.7％、「宣伝・広告の強化」が
20.0％と上位に挙げられました。

概況（4月▶6月期）

見通し（7月▶9月期）

業況の見通し判断D.Iは△6.7、
当期実績比横ばいの見込

景況天気図

3ヶ月予報

景況天気図

3ヶ月予報
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】
 16.7  69.4  13.9 

 25.0  58.3  16.7  30.6  58.3  11.1 4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
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7～9月の
見通し

4～6月の
実　績
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見通し

【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】
 20.0 63.3 16.7 

 26.7 60.0  13.3 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 13.3 73.3  13.3 

6.7 76.7 16.7  13.9  77.8  8.3 

 22.2  75.0  2.8  13.9  77.8  8.3 

 43.3  56.7  0.0 

 36.7  63.3  0.0 

3.3  86.7  10.0 

 33.3  66.7  0.0

6.7  80.0  13.3 

 41.7  55.6  2.8 

  

■ サービス業 回答企業数30企業（回答率96.8％）■ 建 設 業 回答企業36企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ5＿6
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　項目別では、売上額判断D.Iが
△15.0と前期比△22.3㌽、収益判断

D.Iが△20.0と同比△20.0㌽となり、ともに低下し
ました。また、前年同期比売上額判断D.Iが2.5とな
り前期比△7.3㌽、同収益判断D.Iが△10.0で同比
△7.6㌽となり、ともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△30.0
と前期比△10.5㌽の低下となり、人手不足感が強ま
りました。また、前期比残業時間D.Iは0.0と前期比
＋7.3㌽の改善となりました。

● 大手コンビニＦＣ。賃上げ、人手の確保が課題。
● 音楽ソフト販売。主催イベントが好評であり、売上増加につながった。調査員のコメントから

業況判断D.Iは△22.5、前期比△5.4㌽の低下

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比＋2.5㌽、
収益判断D.Iが同比＋7.5㌽と、ともに改善を見込んで
います。また、販売価格判断D.Iは当期実績比△5.0㌽
の低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比横ばい、残業時間判断D.Iは同比△5.0㌽低下の
見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が67.5％、「品
揃えを改善する」が32.5％、「売れ筋商品の取扱」が
25.0％と上位に挙げられました。

景況天気図 概況（4月▶6月期）

見通し（7月▶9月期）

業況の見通し判断D.Iは△25.0、
当期実績比△2.5㌽低下の見込

3ヶ月予報

● 地価等の変動は小幅であり不動産需要は続く見通し。
● 市町村の「空き家バンク」と連携し、取扱件数の増加に努める。調査員のコメントから

業況判断D.Iは0.0、前期比横ばい

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比＋5.6㌽、
収益判断D.Iが同比＋5.6㌽と、ともに改善を見込ん
でいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比横
ばいを見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比△5.6㌽の低下、残業時間判断D.Iが同比横ばい
の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、｢情報力の強化｣が55.6％、
「販路を広げる」が44.4、「宣伝・広告の強化」が
38.9％と上位に挙げられました。

景況天気図 概況（4月▶6月期）

見通し（7月▶9月期）

業況の見通し判断D.Iは0.0、
当期実績比横ばいの見込

3ヶ月予報

　借入金の動きでは、「借入した」が15.0％（前期
14.6％）、「予定あり」が10.0％（同4.9％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した
企業は5.0％（前期4.9％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が
37.5％、「同業者間の競争激化」が27.5％、「人手
不足」が25.0％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが
△5.6と前期比△16.7㌽、収益判断

D.Iが△5.6と同比△5.6㌽となり、ともに低下しまし
た。また、前年同期比売上額判断D.Iが△5.6とな
り前期比△11.2㌽低下、同収益判断D.Iは△5.6で
前期比△11.2㌽となり、ともに低下となりました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△22.2
と前期比＋5.6㌽改善し、人手不足感がやや緩和さ
れました。また、前期比残業時間D.Iは0.0と前期比
横ばいとなりました。

　借入金の動きでは、「借入した」が16.7％（前期
11.1％）、「予定あり」が11.1％（同16.7％）を示して
います。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」
が44.4％、「商品物件の不足」が38.9％、「人手不
足」が22.2％と上位に挙げられました。
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4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【収　益】

 12.5  62.5  25.0 

 10.0  60.0  30.0 

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

 5.6  88.8  5.6

 94.4 5.6 

 5.6  88.8  5.6 

 94.4 5.6 

 11.1  77.8  11.1 

 11.1 88.9 0.0 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 17.5  50.0  32.5 

時期

小売業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格
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 42.5  55.0  2.5 

 11.1 88.9 0.0  5.0 　　　　77.5  17.5  42.5  57.5  0.0 

 12.5  52.5  35.0 

 10.0  55.0  35.0 

7～9月期
の見通し 9 12 3 6 9 12 3 6  

22.  23. 24.

 5.6 88.8 5.6 

0.0

0.0

■ 小 売 業 回答企業数40企業（回答率97.6％） ■ 不動産業 回答企業数18企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7

時期

不動産業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

30

20

10

0

△10

△20

△30

△40

△50

△60

△70

△80
7～9月期
の見通し 9 12 3 6 9 12 3 6  

22.  23. 24.



● 補助金を活用して建設した工場が完成。売上増加が見込まれ、大型店舗へ   
　の販路拡大に取り組んでいる。調査員のコメントから

業況判断D.Iは△15.6、前期比＋5.6㌽の改善

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比＋9.4㌽、
収益判断D.Iが同比＋9.4㌽と、ともに改善を見込ん
でいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比
△9.4㌽と、低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.I、残業時間
判断D.Iがともに当期実績比横ばいの見通しとなって
います。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が71.9％、
「販路を広げる」が59.4％、「情報力の強化」が18.8％
と上位に挙げられました。

概況（4月▶6月期）

見通し（7月▶9月期）

業況の見通し判断D.Iは△15.6、
当期実績比横ばいの見込

景況天気図

3ヶ月予報

　項目別では、売上額判断D.Iが
△18.8で前期比△6.7㌽、収益判断

D.Iが△21.9㌽で同比△3.7㌽と、ともに低下しまし
た。また、前年同期比売上額判断D.Iが△9.4で前期
比△9.4㌽、同収益判断D.Iが△18.8で同比△0.6㌽
と、ともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△12.5
で前期比＋2.7㌽増加となり、人手不足感が緩和し
ました。また、前期比残業時間D.Iは△3.1で前期比
△3.1㌽の低下となりました。

　借入金の動きでは、「借入した」が18.8％（前期
15.2％）、「予定あり」が9.4％（同6.1％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した
企業は3.1％（前期9.1％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が
40.6％、「同業者間の競争激化」が34.4％、「仕入
先からの値上要請」が31.3％と上位に挙げられま
した。

7～9月期
の見通し 9 12 3 6 9 12 3 6  

22.  23. 24.
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4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 18.8  53.1  28.1 

 9.4  59.4  31.2 

 15.6  56.3  28.1 

 12.5  56.3  31.2 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 12.5  59.4  28.1 

 46.9  50.0  3.1 

 9.4  65.6  25.0 

 40.6  53.1  6.3 

■ 卸 売 業 回答企業数32企業（回答率97.0％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8

時期

卸売業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格
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災害にあったことがない 7.0%

中小企業における災害等への対応について

問1 貴社では、普段どのような災害を意識していますか。

問2 貴社では、自社の現在の災害への備えについてどのように評価していますか。
また、実際に災害にあった際、自社のそれまでの備えについてどう感じましたか。

問3
貴社では、事業継続にかかる保険、具体的には財産補償（設備や店舗が損壊した時の補償）や休業
（休業を余儀なくされた時の損害の補償）に加入されていますか。加入していない方はその理由に
ついて最も当てはまるものを選んでください。

（％）0  10 20 30 40 50

地　　震
火　　災

風・水害（台風・ゲリラ豪雨など）
雪　　害

上記以外の自然災害
コロナなどの感染症

犯罪行為（大規模テロなど）
国際紛争

    

　　　　

（％）0  10 20 30

保険料が高い
補償内容が狭い

災害保険についてよくわからない
保険金額が低い
自社には必要ない

（損害時の損失額が低いなど）
災害保険に加入しているかど

うかわからない

【 加入していない理由 】

あまり意識していない 1.6％

意識している
災害がある
98.4％　

　　　　　　　　　　　37.5%

　　　　　22.3%

　　　　19.1%

1.0%

1.0%

　　  16.3%

0.2%

1.0%

【 意識している災害の内容 】

現在の災害への備えの自己評価 実際に災害にあった際に自社の備えをどう感じたか

（％）0  10 20 30 40

　財産補償、休業補償の
両方に加入

　財産補償のみ加入
　休業補償のみ負担

【 加入している内容 】
     16.7%

　  4.8%

　  5.3%

 0.4%

    3.9%

　  4.4%

加入している
64.5％

　　　　34.2%

21.5%

8.8%

加入していない
35.5％

できている
18.0%

どちらかというと
できている
48.7%

どちらかというと
できていない

26.3%

できていない 7.0%
できていた
13.2%

どちらかというと
できていた
36.8%

どちらかというと
できていなかった

31.6%

できていなかった
11.4%
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4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【原材料価格】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 18.1  65.3  16.6 

15.3  58.3  26.4 

 33.3  65.3  1.4 

 41.7  58.3  0.0 

 15.3  66.7  18.0 

【収　益】

 9.7  62.5  27.8 

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

11.1  65.3  23.6 

 15.3 61.1  23.6 

■ 製 造 業 回答企業数72企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9

　項目別では、売上額判断D.Iが1.4
と前期比＋7.0㌽、収益判断D.Iが

△8.3と同比＋11.1㌽と、ともに改善しました。また、
前年同期比売上額判断D.Iが0.0で前期比＋8.3㌽、
同収益判断D.Iが△15.3、同比＋1.4㌽と、ともに改
善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△25.0
と前期比△9.7㌽の低下となり、人手不足感が強ま
りました。また、前期比残業時間D.Iは△1.4、前期
比＋5.5㌽となりやや改善しました。

● 受注が増加傾向にあるが、人手不足により従業員の負担を懸念している。
● 仕入コストの増加に価格転嫁が追い付かず、収益状況が悪化している。調査員のコメントから

時期

製造業  主要指標の推移D.I

7～9月期
の見通し 9 12 3 6 9 12 3 6  

22.  23. 24.

業況判断D.Iは△12.5、前期比＋5.6㌽の改善

　借入金の動きでは、「借入した」が8.3％（前期
9.7％）、「予定あり」が8.3％（同8.3％）を示してい
ます。また、設備投資を「実施した」と回答した企
業は11.1％（前期6.9％）となりました。
　経営上の問題点では、「原材料高」が45.8％、
「人手不足」が33.3％、｢売上の停滞・減少｣が
30.6％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比△4.2㌽、
収益判断D.Iが同比△9.8㌽となり、ともに低下を見
込んでいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績
比△2.8㌽と、低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比△2.8㌽と低下の見通しですが、残業時間判断
D.Iは同比＋1.4㌽で改善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が66.7％、
「販路を広げる」が43.1％、「人材を確保する」が
38.9％と上位に挙げられました。

景況天気図 概況（4月▶6月期）

見通し（7月▶9月期）

業況の見通し判断D.Iは△11.1、
当期実績比＋1.4㌽改善の見込

3ヶ月予報 30
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業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

 

 

【現預金の保有の程度】

【金融支援を受けたタイミング】

問5

災害時への対応として、一定程度の現預金を保有しておくことがＢＣＰ策定基準などで推
奨されています。貴社では、通常、現預金をどの程度保有していますか。現預金の保有が
最も少ない時期（売掛金の回収直前など）を想定したうえでお答えください。
また、貴社では、自治体や信用保証協会、政府系金融機関などの公的団体から、災害対策
金融支援（災害復旧貸付やセーフティネット保証４号などを受けたことがありますか。

　売上の３か月以上

　売上の１～３か月分

　売上の２週間分～１か月分

　売上の２週間未満

（％）  10  20 30 40 50 60

問4 貴社では、使用している建物の耐震について、どのように考えていますか。
また、自社所在地周辺のハザードマップ（洪水や土砂災害、地震・津波など）を確認していますか。

建物の耐震について ハザードマップの確認について

どちらかというと
できていない
17.5%

確認していない 12.7%

どちらかというと
できている  44.7%

できていない 7.5%
わからない 5.7%

確認して問題が
あったが、対策は
取っていない 15.4%

できている
24.6%

現預金を保有している
88.6％

現預金の保有状況

災害対策金融支援

把握していない 6.1%

     17.1%

　　　　　　　　35.1%

　　　　　　　31.6%

    4.8%

   

コロナ禍の時に受けたことがある

自然災害の時に受けたことがある

（％）  10  20 30 40 50 60

   

災害対策金融支援を
受けたことがある
60.1％

災害対策金融支援を
受けたことがない

39.9％
　　　　　　　　　　　　　　  52.2%

    4.8%

   3.1%コロナ禍、自然災害の両方で
受けたことある

ほとんど保有して
いない  5.3%

確認して、
大きな問題は
なかった
65.3%確認して問題が

あり、対策を取った
6.6%
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■このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業228企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

業況は、製造業・卸売業・建設業で改善
                       茨城県西地域の中小企業の業況判断D.Iは△7.9と、
2024年1月～3月期(前期)の調査より＋2.5㌽改善し、景況感はわず
かに良化しました。業種別では、小売業で前期比△5.4㌽、サービス
業で同比△0.2㌽低下しましたが、不動産業で前期比横ばい、製造業
で前期比＋5.6㌽、卸売業で同比＋5.6㌽、建設業で同比＋5.5㌽の改
善となりました。項目別では、売上額判断D.Iが△2.2と前期比△3.9㌽
となりましたが、収益判断D.Iは△8.8と同比＋0.7㌽の改善となりま
した。また、前年同期比売上額判断D.Iが4.8で前期比△0.4㌽、同収
益判断D.Iが△10.1で同比△2.7㌽と、ともに低下しました。雇用面
では、人手過不足判断D.Iが△22.8で前期比△3.3㌽低下となり、人
手不足感が強まりました。また、前期比残業時間D.Iは△1.8となり、
前期と比べてわずかに改善しました。 借入金の動きでは、「借入した」
が前期比△1.6㌽の低下となりました。借入難易度については容易
と回答した事業者がやや増加し、前期比＋1.3㌽となりました。経営上の問題点では、「原材料高」が30.3％、
「同業者間の競争激化」が29.8％、「売上の停滞・減少」「人手不足」が28.9％と上位に挙げられました。
　また、特別調査の「中小企業における災害等への対応」について、貴社では普段どのような災害を意識している
かの質問に対し、地震との回答が37.5％と最も多い結果となりました。
◎業況判断D.I＝「良い」と答えた企業の割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標　◎特別調査の詳細は8～9ページに掲載しています

　来期は、製造業で改善を見込んで
います。項目別では、売上額判断D.I
が当期実績比△1.3㌽、収益判断D.I

業況の見通し判断Ｄ.Iは△7.9、当期実績比横ばいの見込3ヶ月予報 見通し（7月▶9月期）

が同比△1.3㌽で、ともに低下を見込んでいます。
　また、販売価格判断D.Iは当期実績比△3.5㌽の低
下を見込んでいます。

　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比△1.8㌽の見通しですが、残業時間判断D.Iにつ
いては同比＋0.5㌽と、改善の見通しとなっていま
す。当面の重点施策では、「経費の節減」が61.0％、
「販路を広げる」が35.1％、「人材を確保する」が
28.1％と上位に挙げられました。
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時期 7～9月期
の見通し

D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
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〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 6年1月～3月 6年4月～6月 6年7月～9月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断Ｄ．Ｉは、２．５㌽改善し△７．９。来期は、横ばいの△７．９の見通し。

業況判断D.Iは、５．６㌽改善し△１２．５。来期は、１．４㌽改善し△１１．１の見通し。

業況判断D.Iは、５．６㌽改善し△１５．６。来期は、横ばいの△１５．６の見通し。

業況判断D.Iは、△５．４㌽低下し△２２．５。来期は、△２．５㌽低下し△２５．０の見通し。

業況判断D.Iは、△０．２㌽低下し△６．７。来期は、横ばいの△６．７の見通し。

業況判断D.Iは、５．５㌽改善し１９．４。来期は、横ばいの１９．４の見通し。

業況判断D.Iは、横ばいの０．０。来期は、横ばいの０．０の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています

〒307-8601  結城市大字結城557番地
TEL（0296）32ー2110　FAX（0296）33ー0414
http://www.shinkin.co.jp/yuki/
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 Number.120
（2024.4～6月期）

結城信用金庫営業統括部

概況（4月▶6月期）

調査結果の
あらまし

　　 後　記
ユーシン景気動向調査に、ご理解とご協力を頂きまして、厚くお礼申し上げます。
皆さまのご意見、ご希望をどしどしお寄せください。

２０２5年版カレンダー「ユーシンのある街」写真コンテスト

※応募要領につきましては当金庫ホームページをご覧ください。

　結城信用金庫の店舗がある街で未来に残しておきたい風景・街並み・祭りなどを
テーマに写真コンテストを開催中！
　応募作品の中から優秀作品を選定し、2025年のカレンダーに採用します。

20歳以上の方
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